
錦 江 町 農 業 委 員 会 １ １ 月 総 会 議 事 録 

 

 

○ 開催日時 平成３０年１１月２２日（木） 午後３時００分から 

○ 開催場所 錦江町役場 会議室 

○ 出席委員（農業委員１５人、農地利用最適化推進委員９人） 

会長      １番  宿利原勝吉 

代理      ２番  鈴  一麿 

委員      ３番  鍋  康博 

〃       ４番  鳥越 秀一 

〃       ５番  徳永 哲朗 

〃        ６番  坂元 博美 

〃       ７番   寺田 郁哉 

〃       ８番  安水 純一 

〃       ９番  元丸 敏朗 

〃      １０番  貫見 和洋 

〃      １１番  毛下 利美 

〃      １２番  内薗 雄治 

〃      １３番  宿利原 進 

〃      １４番  本釜 好子 

 

農地利用最適化推進委員 

〃      内薗 政文 

〃      山中 徹 

〃      水流 佳文 

〃      竹原 政洋 

〃       安水 峯晴 

〃      西川 健児 

〃      折小野 道男 

〃      横原 利己 

〃      弓指 義洋 

 

○欠席委員 

 委員      １５番  平原  榮 

 

○事務局職員  事務局長 窪 和人  書記 折久木まり子   書記 川越 正治 

  



○議事日程 

 １、開会 

 

 ２、農業委員憲章朗読 

 

 ３、会長あいさつ 

 

 ４、議 事 

 

  第１ 議事録署名委員の指名について 

 

  第２ 会務報告について 

 

  第３ 附議事項 

 

議案第２７号  農地法第５条許可申請について 

 

議案第２８号  農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による農用地利 

         用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について 

 

     議案第２９号  錦江農業振興地域整備計画の変更について 

 

     

  



議 長  只今より平成３０年１1月錦江町農業委員会総会の議事を開会いたします。 

 本日は平原委員が欠席ですが、錦江町農業委員会会議規則第８条の規定により、

総会は成立していることをお知らせします。 

 

それでは、錦江町農業委員会会議規則第２３条第２項の規定により、本日の会議

録署名委員に６番 坂元委員と７番 寺田委員を指名いたしますので、よろしくお

願いします。 

 

議 長 次に、会務報告についてを議題とします。 

事務局から報告と説明をお願いいたします。 

 

事務局 「会務報告と説明」 

 

 

議 長 只今の会務報告について、質問等はありませんか。 

 

 

全委員 （発言なし） 

 

 

議 長 無いようですので、以上で会務報告を終わります。 

それでは附議事項に入ります。 

 

議 長 議案第２７号 農地法第５条許可申請についてを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは議案第２７号について説明いたします。 

受付番号４号は、農家住宅建設のための申請となっています。 

申請者は、Ｔ・Ｈさん、Ｋ自治会在住の方と、Ｔ・Ｈさん、Ｎ自治会在住の方

との連名による申請となっています。 

申請地は、城元字天神ノ下５０１番１、地目は田、地積は７３６㎡となってい

ます。 

４頁から８頁にかけて、位置図、配置図等を添付してありますので、お目通し

をお願いいたします。 

この件の担当調査員は、１４番 本釜委員です。 

以上です。 

 



議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告を１４番 本釜

委員お願いします。 

 

１４番 

本釜委員 

はい。報告いたします。 

受付番号４号のＴ・Ｈさんは、Ｔ・Ｔさんの息子さんになります。今回の５条

申請は親子間の贈与による所有権移転と転用の許可申請です。この農地は役場

から３００メートル以内にある農地で、錦江町の定める都市計画用途指定区域

内にある農地で、第３種農地に該当するため問題はありません。また、隣接する

農地については、２．７メートルの緩衝地を設けるため支障はありません。１１

月１５日に、事務局と鳥越委員と私の４名で現地調査に行ってきました。場所は

５頁にありますように、ホテルＴさんとＮさんの間を５０メートルぐらい入っ

た左側になります。何ら問題は無いと考えますので、よろしくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２７号を採決します。 

お諮りします。 

議案第２７号については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２７号については原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に、議案第２８号 農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による 

農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請についてを議題としま

す。 

お諮りします。 

会議資料のとおり、今回は３７筆の利用集積計画について審議しなければな

りませんので、事務局の説明と担当調査員の報告、質疑を３回に分けて行い、 

事務局説明と調査員の報告は継続の案件を省略し、新規のみの案件だけとして、



その都度議決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

議 長 異議なしと認めます。 

それでは、議案第２８号のうち、受付番号２６６号から２８３号までを議題 

とします。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第２８号のうち、受付番号２６６号から８３号までについて説明 

します。 

 先ず、受付番号２６６号から２７７号までは、継続の案件ですのでお目通しくだ

さい。 

次の受付番号２７３号から２７６号の貸し人はＵ・Ｔさん、Ｋ市自治会在住の方

です。 

申請地は、２７３号が神川字北鶴２６８５番１、地目は田、地積は９０㎡、２７

４号が神川字北鶴２６８５番２、地目は田、地積は１０２㎡、２７５号が神川字北

鶴２６８５番３、地目は田、地積は１７９㎡、２７６号が神川字北鶴２６８５番４、

地目は田、地積は１４４㎡で、４筆の合計は５１５㎡となっています。 

 貸付期間は平成３０年１１月２５日から平成３５年１２月１４日までで、小作料

金は全部で米２俵となっています。 

受付番号２７３号から２７６号の借り人は、Ｋ・Ｋさん、Ｋ自治会在住の方です。 

Ｋ・Ｋさんの経営状況は、世帯員３名、農業従事者２名、自作地１０，４３６㎡、

小作地４，６８２㎡で、水稲を主体とした経営をされています。 

農業機械の所有状況は、トラクター３台、軽トラック２台、コンバイン、乾燥機、

トラック各１台となっています。 

この件の担当調査員は、５番 徳永委員です。 

 

次の受付番号２７７号から２８１号までは継続の案件ですのでお目通しくださ

い。 

 

次の２８２号の貸し人はＴ・Ｋさん、Ｙ県在住の方です。 

申請地は馬場字宮下１８１５番、地目は田、地積は７９３㎡となっています。 

 貸付期間は平成３０年１２月１日から平成３５年１２月１４日までで、小作料金

は２３，０００円となっています。 

次の２８３号の貸し人はＭ・Ｔさん、Ｍ町在住の方です。 

申請地は馬場字宮下１８１６番、地目は田、地積は３３３㎡となっています。 



 貸付期間は平成３０年１２月１日から平成３５年１２月１４日までで、小作料金

は１０，０００円となっています。 

受付番号２８２号、２８３号の借り人は、㈱Ｔ・Ｆさん、Ｋ自治会に拠点を置く

法人です。 

㈱Ｔ・Ｆさんの経営状況は、構成員２名、雇用が２３名で５，７００日、自作地

１，４８５㎡、小作地２２０，９９６㎡で、露地野菜を主体とした経営をされてい

ます。 

農業機械の所有状況は、トラクター７台、トラック１２台、乗用防除機２台、管

理機３台となっています。 

受付番号２８２号、２８３号の担当調査員は、７番 寺田委員です。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、各担当調査員の調査報告をお願いし

ます。 

先ず、受付番号２７３号から２７６号までについて、５番 徳永委員お願いいた

します。 

 

５ 番 

徳永委員 

 はい。報告します。２７３から７号まで４筆に分かれていますが、実際は１枚の

田んぼです。この貸地の田んぼの隣がですね。Ｋ・Ｋさんの名義の田んぼですの

で、隣り合わせであるということで紹介したところです。この田んぼの経緯です

が、前借りていた方が体調を壊しまして、昨日亡くなりましたけれども、解約の申

し出があったもんですから、合意解約の上でＫさんと新しく契約を結んだという経

緯の田んぼです。先ほども申したとおり、隣の田んぼはＫ・Ｋさん名義の田んぼで

一緒に耕作できるため、何ら問題は無いと思います。よろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号２８２号、２８３号について、７番 寺田委員お願いいたしま 

す。 

 

７ 番 

寺田委員 

 はい。報告申し上げます。 

 皆さんご存知のとおりＴ・Ｆさんでございまして、非の打ちどころのない経営を

されておりまして、何ら問題は無いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、各担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 



委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２８号のうち受付番号２６６号から２８３号までを採決しま

す。 

お諮りします。 

議案第２８号のうち受付番号２６６号から２８３号までについては、原案のと 

おり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２８号のうち受付番号２６６号から２８３号までにつ

いては、原案のとおり決定しましした。 

 

議 長 次に議案第２８号のうち、受付番号２８４号から３０９号までについてを議 

題とします。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第２８号のうち、受付番号２８４号から３０９号までについて

説明をいたします。 

先ず、受付番号２８４号から２９２号までは、継続の案件ですのでお目通しくだ

さい。 

次の受付番号２９３号の貸し人はＹ・Ｇさん、Ｙ自治会在住の方です。 

申請地は、城元字大田中１１４３番１、地目は田、地積は１，４９６㎡となって

います。 

 貸付期間は平成３０年１１月２３日から平成３５年１２月１４日までで、小作料

金は４５，０００円となっています。 

 次の受付番号２９４号の貸し人はＡ・Ｋさん、Ａ自治会在住の方です。 

申請地は城元字村ノ後３４９９番、地目は畑、地積は１，１５２㎡となっていま

す。 

貸付期間は平成３０年１１月２３日から平成３５年１２月１４日までで、使用貸

借のため小作料金は発生しません。 

受付番号２９３号、２９４号の借り人は、Ｏ・Ｋさん、Ｚ自治会在住の方です。 

Ｏ・Ｋさんの経営状況は、世帯員２名、農業従事者１名、現在、自作地、小作地

はありませんが、認定新規就農の申請予定者で、これから野菜を主体とした経営を



される予定となっています。 

農業従事日数は３００日で、農業機械は貸借の予定です。 

受付番号２９３号、２９４号までの担当調査員は、１４番 本釜委員です。 

次の受付番号２９５号から３０９号までは、継続の案件ですのでお目通しくださ

い。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いしま

す。 

受付番号２９３号、２９４号について、１４番 本釜委員お願いいたします。 

 

１４番 

本釜委員 

はい。報告いたします。 

受付番号２９３、２９４の借り人のＯ・Ｋさんは、Ａ・Ｈさんの娘さんのお婿さ

んになる方です。認定新規就農者予定ということで、これから高菜を作られるとい

うことです。若いこれからの方です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま担当調査員から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、受付番号２８４号から３０９号までを採決します。 

お諮りします。 

議案第２８号のうち、受付番号２８４号から３０９号までについては、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２８号のうち、受付番号２８４号から３０９号までに

ついては、原案のとおり決定しました。 

 



議 長 ここで○番 ○委員、○番 ○委員、○番 ○委員の退出を求めます。 

「○委員、○委員、○委員退出」 

議 長 次に議案第２８号のうち、受付番号３１０号から３１３号までについてを 

議題とします。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは、議案第２８号のうち、受付番号３１０号から３１３号までについ 

て説明いたします。 

先ず、受付番号３１０号の貸し人はＭ・Ｍさん、Ｎ県在住の方です。 

申請地は、田代麓字中村上原５５４７番１、地目は畑、地積は１，１６３㎡とな

っています。 

 貸付期間は平成３０年１２月１日から平成３５年１２月１４日までで、小作料金

は水利用代となっています。 

 借り人は、Ｎ・Ｈさん、Ｈ自治会在住の方です。 

Ｎ・Ｈさんの経営状況は、世帯員２名、農業従事者２名、自作地７，７２９㎡、

小作地２７，２７１㎡で、水稲、露地野菜を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター、コンバイン、

田植機、管理機各１台となっています。 

この件の担当調査員は、３番 鍋委員です。 

 

 次の受付番号３１１号から３１３号までについては継続の案件ですので、お

目通しください。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いしま

す。 

受付番号３１０号について、３番 鍋委員お願いいたします。 

 

３ 番 

鍋 委員 

 ３１０号について説明します。中村上原の場所は度々出てきますけれども、田代

中学校があります所の隣接地が、肝属南部で開発されて出来ました団地がありまし

て、今回の場所もそこの中に入っております。この案件は新規となっていますが、

実は１０年以上も前から相対という形でＮさんが耕作をされておりました。今回、

相続されたＭさんから正式な形の手続きの要望があったということで、今回出てき

たものです。借り手のＮさんはご承知のとおりＮ委員のＮさんです。農地の利用状

況、意欲、能力など、錦江町の定める要件等、クリアされていると認められます

し、また、認定農業者でもありますので、何ら問題は無いと思います。よろしくお



願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま担当調査員から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２８号のうち、受付番号３１０号から３１３号までについて

を採決します。 

お諮りします。 

議案第２８号のうち、受付番号３１０号から３１３号までについてについて

は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２８号のうち、受付番号３１０号から３１３号までに

ついてについては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 ここで○番 ○委員、○番 ○委員、○番 ○委員の入室を求めます。 

「○委員、○委員、○委員入室」 

議 長 次に、議案第２９号 錦江農業振興地域整備計画の変更（除外・編入）についてを

議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 それでは議案第２９号について説明します。 

先ず１件目の申請者はＡ・Ｈさん、Ａ自治会在住の方です。 

申請地は城元字村ノ後３５０６番３、地目は畑、地籍は１，７０４㎡となって

います。 

この申請は、太陽光発電施設建設のため農用地区域からの除外申請となって

います。 

この件の担当調査員は、４番 鳥越委員です。 

次の申請者はＴ・Ｍさん、Ｓ自治会在住の方です。 

申請地は、神川字東大久保４０５３番９、地目は原野、地籍は３，０３２㎡と、 



神川字東大久保４０５３番２２、地目は原野、地籍は２，７６５㎡の２筆とな

っています。 

この申請も、太陽光発電施設建設のため農用地区域からの除外申請となって

います。 

次の申請者はＵ・Ｓさん、Ｋ市在住の方です。 

申請地は、神川字西道原一４０４０番１、地目は畑、地籍は４，９７３㎡と 

となっています。 

この申請は、農地移動適正化あっせん事業を利用して売買をしたいため、農用

地区域への編入申請となっています。 

次の申請者はＨ・Ｙさん、Ｏ府在住の方です。 

申請地は、神川字西道原一４０３９番１、地目は畑、地籍は３，７２８㎡と 

となっています。 

この申請も、農地移動適正化あっせん事業を利用して売買をしたいため、農用

地区域への編入申請となっています。 

Ｔ・Ｍさん、Ｕ・Ｓさん、Ｈ・Ｙさんの申請の件の担当調査員は、水流推進委

員です。 

以上です。 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、各担当調査員の調査報告をお願いし

ます。 

先ず、Ａ・Ｈさんの申請の件について、４番 鳥越委員お願いします。 

 

４ 番 

鳥越委員 

はい。報告いたします。この間、１５日に本釜委員と自分、事務局４名で現地を

調査してきました。これは場所的には、田代線より運動公園に向かう途中の入船運

送の車庫の手前です。これは３枚ある一番下の段ですけれども、もうこれ１枚、竹

藪になっていて、ナタか何か持って行かないと、１ｍ中にも入れないような状況

で、利用状況調査でもＢ判定されたところです。もう本人も農業をする意欲も無い

し、本人はＹ組さんに勤められていて、将来、農業をすることも無いだろうという

ことで、もう許可しないとしょうが無いのかというふうに思います。以上です。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、Ｔ・Ｍさん、Ｕ・Ｓさん、Ｈ・Ｙさんの申請の件について、水流推進委

員お願いします。 

 

水 流 

推進委員 

この件につきまして、１１月１５日に事務局２名と徳永委員の４名で現地調査を

実施しました。 

先ず、Ｔ・Ｍさんの申請の件ですが、場所はＳ自治会を通り過ぎてＫ市側へ降り

る町道の近くになります。 



申請地は、以前は畑として利用されていましたが、現在は地籍調査で台帳、現況

とも原野となっています。 

２５頁を見て頂きたいと思いますが、申請目的は太陽光発電設備の設置というこ

とですが、現地は南側に向かって谷になっており、申請地の下は山林となっており

ます。 

太陽光発電設備を設置しても周辺の農地に影響はないと思われ、また、台帳、現

況ともに原野となっていますので、除外も止むを得ないものと判断しました。 

次の編入の件ですが、Ｕ・Ｓさん、Ｈ・Ｙさんの申請の件ですが、場所はＳ自治

会の手前の農地で、道路脇で１等地ではないかと思います。この２筆は隣り合わせ

にありまして、農地利用適正化あっせん事業を利用して売買を希望されていまして、

Ｕ・Ｓさん申請の４０４０番１の農地の隣まで農振農用地となっており、これと繋

がるということで編入しても何ら問題は無いと判断したところです。 

以上です。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま各担当調査員から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２９号のうちＡ・Ｈ人さん申請の件を採決します。 

お諮りします。 

議案第２９号のうちＡ・Ｈさん申請の件については、「止むを得ないと判断す

る」という意見にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２９号のうちＡ・Ｈさん申請の件については、「止む

を得ないと判断する」という意見とすることに決定しました。 

 

議 長 次に、議案第２９号のうちＴ・Ｍさん申請の件を採決します。 

お諮りします。 

議案第２９号のうちＴ・Ｍさん申請の件については、「止むを得ないと判断す

る」という意見にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 



委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２９号のうちＴ・Ｍさん申請の件については、「止む

を得ないと判断する」という意見とすることに決定しました。 

 

議 長 次に、議案第２９号のうちＵ・Ｓさん、Ｈ・Ｙさん、申請の件を採決します。 

お諮りします。 

議案第２９号のうちＵ・Ｓさん、Ｈ・Ｙさん、申請の件については、「適当で

あると認める」という意見にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２９号のうちＵ・Ｓさん、Ｈ・Ｙさんの申請の件につ

いては、「適当であると認める」という意見とすることに決定しました。 

 

議 長 以上で、平成３０年１１月錦江町農業委員会定例総会の附議事項の協議を終了い

たします。 
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